ライオンズ指導力養成講座
ボランティア指導力セミナー
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講師の手引

プログラムの概要

学習目標：

事業経営者とボランティア指導者の特質の違いをリストアップすること。

会員の参加を促し、その興味や能力を引き出すための様々な活動を体験すること。

会員が入会し、奉仕活動に参加する動機を理解すること。

指導者としての各自の行動様式を評価すること。

会合の有効性を評価すること。

セッションの素材
· OHPスライド－ページの右上に表示
· 資料－ページの右上に表示

参考
このセッションの内容は、以下を参考として作成されたものである。

ルイス･E･ローソンシー博士「チーム・リーダーの動機づけ」（フロリダ州デルレイビーチ、セント･ルーシー出版）

エミリー･キットル･モリソン「指導者の技能」（アリゾナ州トゥーソン、フィッシャー･ブックス）

マーリーン･ウィルソン「生き残るための経営技術」（コロラド州ボールダー、ボランティア管理協会）

視聴覚器材

· フリップチャートおよびマーカー
· OHPおよびスクリーン
	方法を示すアイコン
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	講義/解説
	参加者を中心とする活動
	OHP
	フリップチャートまたはポスター
	参加者マニュアルまたは資料
	


	セッションの時間割（最低3時間で設定）

	セクション
	時間
（分）
	課程
	素材

	序論/導入
	30
	· 導入として準備された二つの活動のうち、どちらかを選択する（二者択一）
· セッションの目標を提示
	サイズ8×10の用紙、テープ、質問のリスト

資料およびOHPスライドに記載の目標

	第1課：

ボランティアの動機づけ
	45
	· 比較/対照－事業経営者とボランティア指導者
· 動機－会員はなぜ参加するのか。
· 会員の動機を調査

	OHPおよび資料

「事業経営者とボランティア指導者の比較」

「上位10項目の動機」資料およびOHP

「会員の動機調査」資料



	第2課：

指導者としての行動様式
	20
	· 指導者としての行動様式を評価
	「行動様式の評価」資料およびOHP



	第3課：

会合：内容と次第
	15
	· 会合の内容と次第の違いを説明
· 各自の会合のあり方を評価
	フリップチャート

「各自の会合の評価」資料



	第4課：

会合における役割の評価
	45
	· 会合における様々な役割を提示。（肯定的・否定的）
· 小グループに分かれて、肯定的な役割がもたらす利益と、否定的な役割に対処する方法について検討。

	「集団における役割－肯定的・否定的」資料およびOHP

	まとめ/評価
	15
	· 学習活動の流れを復習する。
· 学習目標を振り返り、セミナーの評価を求める。

	「セミナー評価」資料

	総時間数
	180
	
	


	序論

	時間/方法
	内容

	時間：30分
	導入：
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	私の得意分野は･･･

参加者に「私は」または「私の得意分野は」で始まる文章を用紙に記入するよう指示し、各自の技能を4つ挙げてもらう。参加者は、例えば「私はスピーチが得意です」「私はスペイン語が話せます」など、それぞれ3～4種類の文章を記入する。全員が書き終えたら、各自の紙をテープで一つにまとめ、部屋中で回し読みする。この作業を通して、クラブや地区の会員に関するより詳しい情報を得ることができる。

質問の答えを選択させる。

参加者全員が席を立ち、部屋の一方から他方へ素早く移動できるよう準備する。「机の上がいつも整理整頓されている人は、部屋の右側に移動して下さい」「机の上がいつも乱雑な人は、左側に移動して下さい」など、それぞれの参加者に選択を求める。同じ側に集まった参加者は、互いに選択の理由について話し合う。さらに、「スポーツが好きな人は右側へ、音楽が好きな人は左側へ」など、再度参加者に移動を求め、その後互いに話し合う時間を与える。「指導者は右側へ、支援者は左側へ」「有能な人ですか、それとも親しみやすい人ですか？」「バニラアイスとチョコレートアイスでは、どちらが好きですか？」「クラシック・カーとスポーツ・カーではどちらに乗りますか？」などと質問することもできる。参加者を分けるたびに、同じ側に集まった参加者に選択の理由について話し合ってもらう。30分を目安に、参加者に合わせて10～12ほどの質問を用意する。最後に、他の参加者について何か新しい情報を得ることができたかどうか参加者に確認する。「他の参加者と親しくなるきっかけがつかめたでしょうか」「この活動に熱心に取り組むことができたでしょうか」と質問する。
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	セッションの目標の確認
· 参加者に資料を確認させ、セミナーを評価する時にこれを用いることを告げる。また、OHPまたはフリップチャートを用いてそれぞれの目標を復習し、最後に質問がないか尋ねる。

	移行：
	「第1課では、ボランティア奉仕の動機について検討します。」


	ボランティアの指導者となるために：

	時間/方法
	内容

	時間：45分
	第1課：ボランティアの動機づけ

	[image: image8.wmf][image: image9.wmf]
	事業経営者とボランティア指導者の比較

OHPを示しながら、参加者に事業経営者とボランティア指導者の特質を比較・対照させる。参加者はリスト上の特質の中から、事業経営者に最もよく当てはまるものと、反対にボランティア指導者に最もよく当てはまるものを選択する。それぞれがこの作業を終えたら、以下の回答を示して検討する。

（資料およびOHPを参照）

地域的な文化の相違により、次の回答に対する同意が得られない場合も予想される。討議の中で、合意に基づいて意思を決定する事業経営者もいる、という意見が出る可能性もある。それぞれの特質を番号によって分けた場合、回答は一般に次のようなものとなると考えられる。

事業経営者：  1, 2, 4, 8, 9, 12, 14, 15, 17

ボランティア指導者：  3, 5, 6, 7, 10, 11, 13, 16, 18

次の点に注意しながら、この活動を総括する。

職員を管理することとボランティアを指導することの最も大きな違いは、クラブの会員には幅広い選択の自由があるということである。したがって、ボランティア指導者として成功するためには、全体のまとまり、合意の確立、積極的な参加を重視する必要がある。指導者は常に、会員がクラブに留まり、活動に参加し、指導的な役割を果たすよう配慮しなければならない。指導者であれば当然、奉仕計画・会員募集・委員会活動に対する会員の支援を得たいと望むはずである。



	[image: image10.wmf][image: image11.wmf]
	会員が参加する理由
OHPを用いて上位10項目の動機を提示する。リストの残りの部分を紙で隠しながら、項目を一つずつ表示して読み上げる。

参加者に入会時の動機を振り返るよう求める。参加者は資料に挙げられた項目の中から答えを選択する。リスト上の項目以外の動機がないか確認し、参加者の答えをすべてフリップチャートに記入する。
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	会員の動機を調査

資料を用いて、それぞれの参加者が入会した理由を確認（(）させる。

次に、表の右の欄にも記入するよう指示し、現在の動機が入会時と比較してどう変わったかを検討する。

小グループに分かれて、次の質問の答えについて討議する。

「皆さんがクラブに留まり、積極的に参加し続けるのは、皆さんのクラブにどんな利点があるからでしょうか？」

7分経ったら、会員を続ける理由として例えばどのようなことが挙げられるか、各グループに発表してもらう。答えをフリップチャートまたは白紙のスライドに記入し、参加者全員に確認させる。

この活動のまとめとして、「会員の参加と貢献を高めるために、この資料をクラブや地区でどのように活用できるでしょうか」と質問し、参加者に意見を述べてもらう。フリップチャートまたは白紙のスライドに意見を記入する。



	
	第1課のまとめ：

1. 第1課の目的：  多様な業務を管理する事業経営者であることと、ボランティア指導者であることの違いを明確化する。会員の動機を理解し、動機を高める方法についての新たな知識を会得する。
2. 移行：「皆さんは今、会員の様々な動機について理解しました。第2課では、皆さんの指導者としてのあり方、通常の行動様式を確認してみましょう。」



	時間：20分
	第2課：指導者としての行動様式
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	指導者としての行動様式を評価

資料の「行動様式の評価」を用いて、横に並んだ4つの言葉の中から自分に最もよく当てはまるものを一つ選んでもらう。縦の列はそれぞれ指導者としての行動様式、1.管理者/例えば官僚、2.触発者/コーチ、3.思索者/アナリスト、4.意見のまとめ役を示している。

○の付いた数が最も多い列が、それぞれの参加者の主要な、または通常の行動様式を示すものとなる。参加者は各列の○の付いた言葉を数え、表の最終行の合計欄に記入する。合計が最も多くなった一つまたは二つの型が、その人の指導者としてのあり方を示すことになる。

次の質問の回答について討議する。                                     予想される回答
ボランティア組織の指導者として最も適している型は？             #2, 3

新たな委員会の成員として、最も適している型は？     　　　　#1, 2

財産を管理する立場として、最も適している型は？                     #3, 1

チームや委員会の成員として、最も適している型は？  　　       #2, 3, 4

上記と異なった回答を正解と考えるグループや、正解は二つの型にまたがっていると考えるグループもあるだろう。人々は通常、様々な型が入り混じった行動様式を示すものと考えられる。この評価方法は完全なものとは言えないが、各自の行動様式をボランティア指導者としてのあり方と関連づけて比較・評価するという発想を促す。
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	移行
	まとめ：

参加者は今、指導者としての各自の行動様式について示唆を受けたはずである。前に触れたボランティア指導者としてのあり方・会員の動機づけなどの課題と、こうした行動様式との関係について、参加者に考慮を促す。「会員を指導する上で、皆さんの指導者としての行動様式を改める必要があると思いますか？」と質問する。

移行：「お粗末な会合も、会員の動機を損なう原因となっています。次に、クラブ会合のあり方について検討してみましょう。」




	時間：15分
	第3課：会合－内容と進行次第
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	内容と進行次第

会合の内容または議題としては、次のようなものが挙げられる。こうした内容や議題には、それぞれ特定の手順や手法が必要とされる。リストを示しながら、各項目に会員を積極的に参加させるにはどうしたらよいか参加者に質問する。答えをフリップチャートに記入し、全員に確認させる。

内容・議題                   　　　     　　通常用いられる手順・手法

1. 役員報告　　　　　　　　　　　口頭または資料による要約

2. 委員会報告　　　　　　　　　　口頭または資料による要約

3. 新たな業務　　　　　　　　　　情報の提供

4. 計画の提案　　　　　　　　　　説得力のある説明

5. 会合の進行次第に関する意見　　参加者の意見を求める

6. 食事　　　　　　　　　　　　　自由に会話

上記の各項目に会員を参加させるためには、次のような方法が考えられる。

1.  質問を求め、しばらく待つことで実際に質問を求めていることを示す。

2.  委員3名を含む会員に報告書を配布してもらう。

   委員会の仕事に満足しているかどうか会員の意見を求め、委員の労をねぎらう。

3.  質問を求め、しばらく待つことで実際に質問を求めていることを示す。

   いつも質問をしてくれる会員1～2名を指名し、質問がないか確認する。

4.  計画に対する懸念や条件がないか質問し、懸念を取り除くことで計画に対する会員の支援を確保する。

   挙手による意志表示を求め、計画案に賛成する会員の人数を確認する。

   回覧によって計画委員会への参加者を募る。

5.  会合の間に感じたことを記入するための用紙を会員に配る。

     3人1組になって2分間の討議を行い、用紙に意見を記入してもらう。

6.  名札を付け、会合のたびに席順を変える。 

   昼食の時に近くに座っている会員に何か質問をするなど、互いを知り合う努力をする。例えば、「会員として最も印象に残っている経験は何ですか？」「無人島にいるとしたら、一番一緒にいたいと思う相手は誰ですか？」「これまでに達成してきた仕事の中で、最も自慢できるものは何ですか？」など。

以上の方法を各自のクラブで忘れずに試みるよう、参加者に求める。次に、資料の「各自の会合の評価」に記入してもらう。この評価は、参加者がそれぞれのクラブの改善点を発見する上で役立つはずである。

第2課のまとめとして、「皆さんは、この活動をそれぞれのクラブでどのように活用できると考えますか。」と質問する。

参加者の答えをフリップチャートに記入する。


	時間：45分
	第4課：会合における役割
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	集団における役割－肯定的・否定的

生産的な役割と非生産的な役割について検討し、それぞれの役割を明確化する。定義の不明確な役割については、それぞれ次のように説明する。

情報または意見の収集者：質問を発することで集団に新しい情報をもたらす。または、会員が抱いている意見について情報を提供する。

解説者：耳を傾け、言い換え、質問することによって混乱や誤解の可能性を解消する。

立案者：イラストやシナリオを作成して新しい考えや提案を明確化する。

紹介者：新しい会員を他の会員に紹介する。または、新しい発想を導入する。

要約者：議事内容を総括し、会合を議題や目標に引き戻す。

評価者：提案・発案の論理性や実現可能性について質問を発し、新たな発案を標準的・伝統的な方法と比較する。

調停者：意見の相違の解決を図る。

激励者：会員の持続的な参加を促す。

監視者：発言の少ない会員に発言を促す、時間制限を提案する、順番を決めて発言させるなどの方法により、幅広く公平な議事の進行を図る。

抵抗者：一切の協力を拒絶する。

攻撃者：他者を批判・非難することによって立場を強めようとする。

競争者：最も優れた意見を提示し、または最も多く発言することで指導者の歓心を買おうとする。

個人的な情報の暴露：会合の場を利用して、無関係な個人情報を暴露する。

上記の各役割について説明した後、参加者を4～5人の小グループに分ける。それぞれのグループでは、非生産的な役割を演ずる会員に対処する方法について話し合う。15～20分の討議時間を与え、後で発表できるよう討議内容を記録させる。
3～4つのグループに「妨害者/抵抗者」に対処する方法を発表してもらい（すべての役割についてすべてのグループの意見を聞く必要はない）、答えをフリップチャートに記入する。すべての非生産的な役割についてさらに討議を続け、こうした会員に対処する方法についての提案を記録する。



	移行
	まとめ：会合の最善の運営方法は、会員の果たす様々な役割を認識し、非生産的な役割を演ずる会員に対処する体制を整えることである。指導者の役割は、会合やプログラムに対する会員の意欲と参加を最大限に高めることにある。したがって、他の会員の失望を招くような事態は極力回避しなければならない。




	まとめ－評価

	時間/方法
	内容

	5-7分
	まとめと評価
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	まとめ：
1. 最後に、学習内容と目標を復習する。（スライド#2を表示）
2. このセミナーで体験した活動や使用した資料を活用する方法について、参加者に考えさせる。
3. 資料の「セミナー評価表」を用いて、参加者に目標の達成度の評価を求める。評価表を提出する場所を指定する（例えば、ドアの近くのテーブルに置かれた箱など）。
4. セミナーに参加してくれたことについて、全員に礼を述べる。



セミナーの資料
1.  グループ内の自己紹介

2.  プログラムの概要－学習目標

3.  事業経営者とボランティア指導者の比較

4.  上位10項目の動機

5.  会員の動機調査

6.  行動様式の評価

7.  会合の評価

8.  集団における役割－肯定的・否定的

9.  セミナー評価表

セミナー用OHP

· OHP 1:  プログラムの概要－学習目標
· OHP 2:  事業経営者とボランティア指導者の比較
· OHP 3:  上位10項目の動機
· OHP 4:  行動様式の評価
· OHP 5:  集団における役割－肯定的・否定的
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